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図40 遺構外 出土土器（４）
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図41 遺構外 出土土器（５）
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図42 遺構外 出土土器（６）・その他
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図43 遺構外 出土石器（１）
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図44 遺構外 出土石器（２）
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図45 遺構外 出土石器（３）
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図46 遺構外 出土石器（４）
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図47 遺構外 出土石器（５）
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第３節　放射性炭素年代測定結果報告書（AMS測定）


（株）加速器分析研究所


（１）遺跡の位置


滝沢遺跡は、青森県東津軽郡蓬田村大字広瀬字滝沢４６－９７外（北緯４１°０１′３６″、東経１４０°３８′


２７″）に所在する。


（２）測定の意義


遺跡内に位置する複数の住居跡の新旧関係および集落の継続期間を明らかにしたい。


（３）測定対象試料


測定対象試料は、第４号土坑の覆土から出土した木炭（ＴＡＫＩＮｏ.１：ＩＡＡＡ－７１８４２）、第２号住居跡


（ＳＩ０２）内のピット５の底面直上から出土した木炭（ＴＡＫＩＮｏ.２：ＩＡＡＡ－７１８４３）、第３号住居跡（ＳＩ０


３）の覆土から出土した木炭２点（ＴＡＫＩＮｏ.３・４：ＩＡＡＡ－７１８４４・７１８４５）、第５号土坑（ＳＫ０５）の


覆土（焼土直下）から出土した木炭（ＴＡＫＩＮｏ.５：ＩＡＡＡ－７１８４６）、合計５点である。


（４）化学処理工程


１）メス・ピンセットを使い、根・土等の表面的な不純物を取り除く。


２）ＡＡＡ（Ａｃｉｄ Ａｌｋａｌｉ Ａｃｉｄ）処理。酸処理、アルカリ処理、酸処理により内面的な不純物を　


取り除く。最初の酸処理では１Ｎの塩酸（８０℃）を用いて数時間処理する。その後、超純水で中


性になるまで希釈する。アルカリ処理では０.００１～１Ｎの水酸化ナトリウム水溶液（８０℃）を用い


て数時間処理する。その後、超純水で中性になるまで希釈する。最後の酸処理では１Ｎの塩酸


（８０℃）を用いて数時間処理した後、超純水で中性になるまで希釈し、９０℃で乾燥する。希釈


の際には、遠心分離機を使用する。


３）試料を酸化銅１gと共に石英管に詰め、真空下で封じ切り、５００℃で３０分、８５０℃で２時間加熱


する。


４）液体窒素とエタノール・ドライアイスの温度差を利用し、真空ラインで二酸化炭素（ＣＯ２）を精


製する。


５）精製した二酸化炭素から鉄を触媒として炭素のみを抽出（水素で還元）し、グラファイトを作製


する。


６）グラファイトを内径１mmのカソードにハンドプレス機で詰め、それをホイールにはめ込み、加速


器に装着し測定する。


（５）測定方法


測定機器は、３ＭＶタンデム加速器をベースとした１４Ｃ－ＡＭＳ専用装置（ＮＥＣＰｅｌｌｅｔｒｏｎ９ＳＤ


Ｈ－２）を使用する。１３４個の試料が装填できる。測定では、米国国立標準局（ＮＩＳＴ）から提供され


たシュウ酸（ＨＯｘⅡ）を標準試料とする。この標準試料とバックグラウンド試料の測定も同時に実施







第２章　滝　沢　遺　跡


する。また、加速器により１３Ｃ／１２Ｃの測定も同時に行う。


（６）算出方法


１）年代値の算出には、Ｌｉｂｂｙの半減期５５６８年を使用した。


２）ＢＰ年代値は、過去において大気中の１４Ｃ濃度が一定であったと仮定して測定された、１９５０年


を基準年として遡る１４Ｃ年代である。


３）付記した誤差は、次のように算出した。


複数回の測定値について、χ２検定を行い測定値が１つの母集団とみなせる場合には測定値の統


計誤差から求めた値を用い、みなせない場合には標準誤差を用いる。


４）δ１３Ｃの値は、通常は質量分析計を用いて測定するが、ＡＭＳ測定の場合に同時に測定される


δ１３Ｃの値を用いることもある。


δ１３Ｃ補正をしない場合の同位体比および年代値も参考に掲載する。


同位体比は、いずれも基準値からのずれを千分偏差（‰；パーミル）で表した。


δ１４Ｃ = ［（１４ＡＳ－１４ＡＲ）／１４ＡＲ］×１０００ （１）


δ１３Ｃ = ［（１３ＡＳ－１３ＡＰＤＢ）／１３ＡＰＤＢ］×１０００（２）


ここで、 １４ＡＳ：試料炭素の１４Ｃ濃度：（１４Ｃ／１２Ｃ）Ｓまたは（１４Ｃ／１３Ｃ）Ｓ
１４ＡＲ：標準現代炭素の１４Ｃ濃度：（１４Ｃ／１２Ｃ）Ｒまたは（１４Ｃ／１３Ｃ）Ｒ


δ１３Ｃ は、質量分析計を用いて試料炭素の１３Ｃ濃度（１３ＡＳ=１３Ｃ／１２Ｃ）を測定し、ＰＤＢ（白亜紀


のベレムナイト（矢石）類の化石）の値を基準として、それからのずれを計算した。但し、加速器


により測定中に同時に１３Ｃ／１２Ｃを測定し、標準試料の測定値との比較から算出したδ１３Ｃを用い


ることもある。この場合には表中に〔加速器〕と注記する。


また、Δ１４Ｃは、試料炭素がδ１３Ｃ = －２５.０（‰）であるとしたときの１４Ｃ濃度（１４ＡＮ）に換算し


た上で計算した値である。（１）式の１４Ｃ濃度を、δ１３Ｃの測定値をもとに次式のように換算する。
１４ＡＮ＝ １４ＡＳ×（０.９７５／（１ + δ１３Ｃ／１０００））２ （１４ＡＳとして１４Ｃ／１２Ｃを使用するとき）


または


＝ １４ＡＳ×（０.９７５／（１ + δ１３Ｃ／１０００）） （１４ＡＳとして１４Ｃ／１３Ｃを使用するとき）


Δ１４Ｃ＝［（１４ＡＮ－１４ＡＲ）／１４ＡＲ］×１０００（‰）


貝殻などの海洋が炭素起源となっている試料については、海洋中の放射性炭素濃度が大気の炭


酸ガス中の濃度と異なるため、同位体補正のみを行った年代値は実際の年代との差が大きくなる。


多くの場合、同位体補正をしないδ１４Ｃに相当するＢＰ年代値が比較的よくその貝と同一時代の


ものと考えられる木片や木炭などの年代値と一致する。
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１４Ｃ濃度の現代炭素に対する割合のもう一つの表記として、ｐＭＣ（ｐｅｒｃｅｎｔＭｏｄｅｒｎＣａｒｂｏｎ)


がよく使われており、Δ１４Ｃとの関係は次のようになる。


Δ１４Ｃ＝（ｐＭＣ／１００－１）×１０００（‰）


ｐＭＣ＝ Δ１４Ｃ／１０+１００（%）


国際的な取り決めにより、このΔ１４ＣあるいはｐＭＣにより、放射性炭素年代（Ｃｏｎｖｅｎｔｉｏｎａｌ　


ＲａｄｉｏｃａｒｂｏｎＡｇｅ；ｙｒＢＰ）が次のように計算される。


T ＝－８０３３×ｌｎ［（Δ１４Ｃ／１０００）+１］


＝－８０３３×ｌｎ（ｐＭＣ／１００）


５）１４Ｃ年代値と誤差は、１桁目を四捨五入して１０年単位で表示される。


６）較正暦年代の計算では、ＩｎｔＣａｌ０４データベース（Ｒｅｉｍｅｒｅｔａｌ２００４）を用い、ＯｘＣａｌｖ


３.１０較正プログラム（ＢｒｏｎｋＲａｍｓｅｙ１９９５、ＢｒｏｎｋＲａｍｓｅｙ２００１、ＢｒｏｎｋＲａｍｓｅｙ,ｖａｎ


ｄｅｒＰｌｉｃｈｔａｎｄＷｅｎｉｎｇｅｒ２００１）を使用した。


（７）測定結果
１４Ｃ年代は、第４号土坑の覆土から出土した木炭が４０５０±４０ｙｒＢＰ（ＴＡＫＩＮｏ.１：ＩＡＡＡ－７１８４２）、


第２号住居跡内のピット５から出土した木炭が３９７０±４０ｙｒＢＰ（ＴＡＫＩＮｏ.２：ＩＡＡＡ－７１８４３）、第


３号住居跡の覆土から出土した木炭２点が４０７０±４０ｙｒＢＰ（ＴＡＫＩＮｏ.３：ＩＡＡＡ－７１８４４）・３９８０±


４０ｙｒＢＰ（ＴＡＫＩＮｏ.４：ＩＡＡＡ－７１８４５）、第５号土坑の覆土から出土した木炭が３７００±４０ｙｒＢＰ


（ＴＡＫＩＮｏ.５：ＩＡＡＡ－７１８４６）である。


暦年較正年代（１σ＝６８.２％）は、ＴＡＫＩＮｏ.１が２８３０～２８２０ＢＣ（２.６％）・２６３０～２５５０ＢＣ（３９.


２％）・２５４０～２４９０ＢＣ（２６.４%）、ＴＡＫＩＮｏ.２が２５７０～２５１０ＢＣ（３４.０%）・２５００～２４５０ＢＣ（３


２.５%）・２４２０～２４１０ＢＣ（１.８%）、ＴＡＫＩＮｏ.３が２８４０～２８１０ＢＣ（７.１％）・２６７０～２５６０ＢＣ（４


６.５％）・２５４０～２４９０ＢＣ（１４.６%）、ＴＡＫＩＮｏ.４が２５７０～２５１０ＢＣ（３９.３％）・２５００～２４６０ＢＣ


（２８.９%）、ＴＡＫＩＮｏ.５が２１４０～２０３０ＢＣである。


試料の炭素含有率は十分であり、化学処理および測定内容にも問題が無いことから、妥当な年代と


考えられる。
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第３章　坂元（３）遺跡


第１節　検出遺構


第１号竪穴住居跡（SI－01、図49・50）


［位置・確認］ＡＴ・ＡＵ－１９・２０・２１に位置する。第Ⅳ層包含層の精査中に地床炉を確認した。


［平面形・規模］長径９３０㎝×短径６１２㎝の楕円形でやや大きめの住居である。


［壁・床面］確認面からの壁高の最も高い部分は西側で７８㎝、最も低い部分は東側で１２㎝である。


斜面に位置するため山側の壁は比較的深く掘り込まれて造られている。床は掘り込んだロームをその


まま床にしており、貼り床は見られない。また、壁溝も検出されなかった。


［柱穴］床面北西端部から長径３０㎝短径２４㎝、深さ１８㎝のＰｉｔ１と、床面北部から直径約４８㎝深さ


１８㎝の円形のＰｉｔ２が確認されたが、規模から見て柱穴とは考えにくい。


［炉］住居中央やや南寄りに３９×２４㎝の不整楕円形の地床炉が検出された。炉は、床面を１０㎝程掘


り下げて構築された竪穴炉であったと考えられる。


［付属施設］住居中央で長さ３ｍ、幅１.８ｍ、床面からの深さ５㎝の卵形の土坑（ＳＫ－０１）が検出された。


［堆積土］８層に分層した。褐色土が主体で、第５層以下には焼土粒が含まれる。


［出土遺物］堆積土中からややまとまって遺物が出土している。土器片は深鉢で円筒下層式期のもの


と後期後葉のものである。１は口縁部から胴部まで接合した円筒下層ｄ１式である。口縁部は、ゆる


やかな波状４単位で１段Ｒの縄の側面押圧で施文している。口縁部と胴部は、竹管状円形刺突が見ら


れる隆帯で区画される。胴部は、Ｒの縄を使用した単軸絡条体とＬの縄を使用した単軸絡条体を使用


し縦回旋で文様を施している。２も同じく円筒下層ｄ１式期のもので、ＲＬ複節側面圧痕が見られる。


３・４は同一個体である。円筒下層ｄ式期の口縁部で、ＬＲ単節斜縄文が見られる。５・６は円筒下


層ｃ～ｄ式期の同一個体の胴部破片である。文様はＬＲ多軸絡条体で施文されている。７は細かい分


類はできないが円筒下層式期の底部から胴部である。繊維束痕が見られ、文様はＬＲの単節斜縄文で


ある。８～１２は後期後葉のもので、８は口縁で横方向に２本の条痕が見られる。砂の混和が多い。


９、１０は無文の粗製土器で同一個体である。１１には３本の細い条痕が見られる。砂の混和が多い。


１２は無文の底部である。石器は２点（１３・１４）出土している。１３は平坦打面を持つ縦長剥片を素材


とした縦型石匙で、コーンが見られる。右辺に押圧剥離で刃部を整形している。１４は凹石で、表裏


には１ヶ所ずつ凹みが形成されている。


［時期］出土土器の形式及び遺物の出土状況から縄文時代前期末葉の住居跡と考えられる。


第２節　遺構外の出土遺物


１　縄文土器（図51・52）


遺構外から出土した縄文土器は、ＡＷ－１９、ＡＶ－２０、ＡＶ－１５の各グリッド、トレンチ３９－２・


２２等、住居跡の近くから出土したものが大半である。


（１）縄文時代早期に位置付けられるもの


早期のものと思われるものは３点（１～３）出土した。３点とも表面に横ナデの刷毛目状条痕があ


り、裏面にも施文されている。１の裏面には直線状の条痕が斜めに交わる文様が認められる。器厚は


４～５㎜で焼成良好である。縄文早期後葉の辺りの可能性があるが断定できるだけの資料ではない。
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図48 坂元（３）遺跡遺構配置図


（２）縄文時代前期に位置付けられるもの


前期後葉～末葉の円筒下層ｃ～ｄ２式土器（４～２４）があり、本遺跡の主体となる時期である。４


はｃ式の口縁部～胴部で口縁部の文様は、Ｒ単軸絡条体で、菱形を形成しているように見受けられる。


口縁頂部と胴部との境界に円形に近い刺突がある。胴部の文様はＬＲ斜縄文である。５はｃ～ｄ式の


胴部で文様は結束羽状縄文である。６～９はｄ１式の口縁である。６は若干外反し波状４単位と思わ


れる。文様は結束羽状縄文である。７、８には小さめの結束羽状縄文が３段に渡って施されている。


９にも小さめの結束羽状縄文が見える。１０～１３はｄ１式の同一個体の胴部破片で、胴部横断面が方


形を呈する器形になるものと思われる。角の部分には縦位に粘土紐を貼り付け、縄の側面圧痕を施し
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図49 第１号竪穴住居跡
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図50 第１号竪穴住居跡　出土遺物
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ている。文様はＬＲ斜縄文で隆帯へのＬＲの縄の圧痕がある。１２には部分的にＲの多軸絡条体の縦


回転施文が認められる。１４・１５は同一個体の口縁でｄ２式のものである。Ｌの縄の単節横位押圧で


施文している。ｄ１式のものよりも原体が太く大きな節になっている。１６はｄ式の胴部～底部であ


る。文様はＬＲとＲＬの縄の結束羽状縄文である。１７～２４は、繊維束痕や文様から円筒下層式期の


ものと思われる。１７・１８は同一個体の無文の口縁で波状口縁と思われる。１９・２０は同一個体の胴部


で文様はＬＲの単節斜縄文である。２１～２３はＬ単軸絡条体縦回転で施文した胴部である。２３の原体


はやや小さめである。２４は底部～胴部で胴部にはＬＲの斜縄文が施されている。


（３）縄文時代中期に位置付けられるもの


中期の土器片１点（２５）を図示した。ＬＲ斜縄文の地文の上に弧線文と垂下文が認められる。縄文


中期後葉の榎林式のものと思われる。


（４）縄文時代後期に位置付けられるもの


後期中葉～後葉の土器１２点（２６～３７）を図示した。２６、２７は中葉～後葉の粗製土器の胴部で無文


である。２８、２９も同時期のもので、２８は小鉢の胴部破片である。２９は台付土器の台部で側面に３


本の沈線と透かし部分がある。被熱もしている。３０～３７は後期後葉のものである。３０は口縁で文様


はＬＲ単節斜縄文である。３１は口縁～胴部で口唇頂部全体にに刻みが巡っている。３２～３５は深鉢胴


部の破片である。３２の文様はＬＲの斜縄文である。３３、３４同一個体で横線の条痕が多数見られる。


３５にも横線の条痕が認められる。３６は底部で文様はない。３７は壺の底部～胴部で底部は若干上げ


底になっており、胴部文様はＬＲ斜縄文である。


２　石器（図52・53）


遺構外からは石器が１２４点出土し、内訳は剥片石器１２０点、礫石器４点である。


（１）剥片石器


剥片石器は合計１２０点出土した。その内訳は、石鏃１点、石匙３点、削器６点、フレーク類１１０点


で、そのうち１０点（３８～４７）を掲載した。


石鏃は３８の１点である。無茎で細身の石鏃で、先端が欠損している。


石匙は３９～４１の３点である。３９は縦長剥片を素材とした縦形石匙で、摘み部以外の二次加工はま


ばらである。４０は摘み部分が欠損した縦形石匙である。押圧剥離により刃部を整形している。４１は


自然面打面を持つ縦長剥片を素材とした横形石匙である。


削器は４２～４７の６点で、刃部を有する不定形の剥片石器を削器とした。刃部調整の手法によって、


Ⅰ類：両面調整のもの（４２～４４）、Ⅱ類：片面調整のもの（４５～４７）に分類した。Ⅰ類は、縦長剥片


を素材としたもの（４２、４３）と横長剥片を素材としたもの（４４）がある。４２は石器全面が水性摩耗で


剥離稜が不鮮明になっている。４３は火ハネが顕著で両端が欠損している。４４は石器正面に加工で打


面を作り、裏面側に押圧剥離で刃部を整形している。Ⅱ類は、縦長剥片を素材としたもの（４５）と横


長剥片を素材としたもの（４６・４７）があり、４６・４７はともに刃部が内湾している。


（２）礫石器


出土した４点すべてを掲載（４８～５１）した。内訳は石皿１点、石棒２点、台石１点である。


石皿は４８で中央部分が磨り減っている。石棒は４９・５０の２点で同一個体と思われる。台石は５１


の１点でほぼ正方形に整形されたものである。
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